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【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１６】
　本発明により得られる前駆体（プロ香気）化合物は特に、少なくとも１種の香気化合物
を得るための前駆体として使用される。本発明により得られる香気化合物とは、匂い付け
可能な化合物、特に材料（特に繊維若しくはテキスタイル）に匂い付け可能な化合物を意
味する。式Ｉの化合物から放出される香気アルコール（Ｒ1ＯＨ）、又は（Ｒ1ＯＨ）から
誘導される式Ｉの化合物とは、炭素原子を３個超有するあらゆる香気アルコールを包含す
ることを意味する。以下のものに限られるわけではないが、特に表面、材料、又はさらに
は空気から、心地よい匂いを付与可能なアルコールの一覧を示す。香気アルコールは、以
下のものから成る群から選択することができるが、これらに限られるわけではない：アニ
スアルコール、桂皮アルコール、フェンキルアルコール、９－デセン－１－オール、フェ
ネチロール、シトロネロール、３－メチル－５－フェニル－１－ペンタノール（製造元：
Firmenich SA、スイス国、ジュネーブ在）、Mayol（登録商標）（（４－イソプロピルシ
クロヘキシル）メタノール、製造元：Firmenich SA、スイス国、ジュネーブ在）、４－フ
ェニルブタン－２－オール、ジヒドロミルセノール（２，６－ジメチル－７－オクテン－
２－オール）、ゲラニオール（３，７－ジメチル－２，６－オクタジエン－１－オール）
、（Ｚ）－３－ヘキセン－１－オール、１－ヘキサノール、２－ヘキサノール、５－エチ
ル－２－ノナノール、２，６－ノナジエン－１－オール、ボルネオール、１－オクテン－
３－オール、４－シクロヘキシル－２－メチル－２－ブタノール（製造元：Firmenich SA
、スイス国、ジュネーブ在）、２－メチル－４－フェニル－２－ブタノール、２－メチル
－１－フェニル－２－プロパノール、シクロメチルシトロネロール、デカノール、ジヒド
ロオイゲノール、８－ｐ－メンタノール、３，７－ジメチル－１－オクタノール、２，６
－ジメチル－２－ヘプタノール、ドデカノール、オイゲノール、Florol（登録商標）（テ
トラヒドロ－２－イソブチル－４－メチル－４（２Ｈ）－ピラノール、製造元：Firmenic
h SA、スイス国、ジュネーブ在）、イソオイゲノール、リナロール、Tarragol（登録商標
）（２－メトキシ－４－プロピル－１－シクロヘキサノール、製造元：Firmenich SA、ス
イス国、ジュネーブ在）、α－テルピネオール、テトラヒドロムグオール、３，７－ジメ
チル－３－オクタノール、Lyral（登録商標）（４－（４－ヒドロキシ－４－メチルペン
チル）シクロヘキサ－３－エン－１－カルボアルデヒド、製造元：International Flavor
s and Fragrances、米国）Furaneol（登録商標）（製造元：Firmenich SA、スイス国、ジ
ュネーブ在）、５，６－ジメチル－１－メチルエテニルビシクロ［２．２．１］ヘプタ－
５－エン－２－メタノール（アルボゾール）、２－フェニルエタノール、１－フェニルプ
ロパノール、２－フェニルプロパノール、Lilyflore（登録商標）（（２，５－ジメチル
－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－２－イル）メタノール、製造元：Firmenich SA、
スイス国、ジュネーブ在）、２，２－ジメチル－３－（３－メチルフェニル）－プロパン
－１－オール（マジャントール）、２－ペンチルシクロペンタノール、７－ヒドロキシ－
３，７－ジメチルオクタナール（ヒドロキシシトロネロール）、１，１－ジメチル－２－
フェニルエタノール、４－シクロヘキシル－２－メチルブタン－２－オール、メントール
、２，６－ジメチルヘプタン－２－オール、２－ｔ－ブチルシクロヘキサノール、４－ｔ
－ブチルシクロヘキサノール、２，６－ジメチル－３，５－オクタジエン－２－オール（
ムグオール）、２－メチル－６－メチレン－７－オクテン－２－オール（ミルセノール）
、３，７，９－トリメチル－１，６－デカジエン－３－オール（イソブチルリナロール）
、メチルサリシレート、シス－３－ヘキセニルサリシレート、３，６－ジメチルオクタン
－３－オール、１，２－ジメチル－３－プロパ－１－エン－２－イルシクロペンタン－１
－オール（プリノール）、２－メチル－４－フェニルペンタノール（Pamplefleur）、３
－メチル－５－フェニルペンタノール、３－メチル－５－（２，２，３－トリメチル－１
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－シクロペンタ－３－エニル）ペンタン－２－オール（Sandalore（登録商標））、（Ｅ
）－３，３－ジメチル－５－（２，２，３－トリメチル－３－シクロペンテン－１－イル
）－４－ペンテン－２－オール（Polysantol（登録商標）、１－（２，２，６－トリメチ
ルシクロヘキシル）ヘキサン－３－オール（Norlimbanol（登録商標））、（Ｅ）－４－
メチルデカ－３－エン－５－オール、及び４－（４－ヒドロキシフェニル）ブタン－２－
オン。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式（Ｉ）：

【化１】

［前記式中、Ｒ1は、アニスアルコール、フェンキルアルコール、９－デセン－１－オー
ル、フェネチロール、シトロネロール、３－メチル－５－フェニル－１－ペンタノール、
（４－イソプロピルシクロヘキシル）メタノール、４－フェニルブタン－２－オール、２
，６－ジメチル－７－オクテン－２－オール、３，７－ジメチル－２，６－オクタジエン
－１－オール、（Ｚ）－３－ヘキセン－１－オール、５－エチル－２－ノナノール、２，
６－ノナジエン－１－オール、ボルネオール、１－オクテン－３－オール、４－シクロヘ
キシル－２－メチル－２－ブタノール、２－メチル－４－フェニル－２－ブタノール、２
－メチル－１－フェニル－２－プロパノール、シクロメチルシトロネロール、ジヒドロオ
イゲノール、８－ｐ－メンタノール、３，７－ジメチル－１－オクタノール、２，６－ジ
メチル－２－ヘプタノール、ドデカノール、オイゲノール、テトラヒドロ－２－イソブチ
ル－４－メチル－４（２Ｈ）－ピラノール、イソオイゲノール、リナロール、２－メトキ
シ－４－プロピル－１－シクロヘキサノール、α－テルピネオール、テトラヒドロムグオ
ール、３，７－ジメチル－３－オクタノール、４－（４－ヒドロキシ－４－メチルペンチ
ル）シクロヘキサ－３－エン－１－カルボアルデヒド、５，６－ジメチル－１－メチルエ
テニルビシクロ［２．２．１］ヘプタ－５－エン－２－メタノール、２－フェニルエタノ
ール、１－フェニルプロパノール、２－フェニルプロパノール、（２，５－ジメチル－２
，３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－２－イル）メタノール、２，２－ジメチル－３－（３
－メチルフェニル）－プロパン－１－オール、２－ペンチルシクロペンタノール、７－ヒ
ドロキシ－３，７－ジメチルオクタナール、１，１－ジメチル－２－フェニルエタノール
、４－シクロヘキシル－２－メチルブタン－２－オール、メントール、２，６－ジメチル
ヘプタン－２－オール、２－ｔ－ブチルシクロヘキサノール、４－ｔ－ブチルシクロヘキ
サノール、２，６－ジメチル－３，５－オクタジエン－２－オール、２－メチル－６－メ
チレン－７－オクテン－２－オール、３，７，９－トリメチル－１，６－デカジエン－３
－オール、メチルサリシレート、シス－３－ヘキセニルサリシレート、３，６－ジメチル
オクタン－３－オール、１，２－ジメチル－３－プロパ－１－エン－２－イルシクロペン
タン－１－オール、２－メチル－４－フェニルペンタノール、３－メチル－５－フェニル
ペンタノール、３－メチル－５－（２，２，３－トリメチル－１－シクロペンタ－３－エ
ニル）ペンタン－２－オール、（Ｅ）－３，３－ジメチル－５－（２，２，３－トリメチ
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ル－３－シクロペンテン－１－イル）－４－ペンテン－２－オール、１－（２，２，６－
トリメチルシクロヘキシル）ヘキサン－３－オール、（Ｅ）－４－メチルデカ－３－エン
－５－オール、及び４－（４－ヒドロキシフェニル）ブタン－２－オンから成る群から選
択される式Ｒ1ＯＨのアルコールから誘導され、
　ｎは１～５の整数であり、
　Ｒ2は独立して、水素原子、ヒドロキシ基、置換若しくは非置換のＣ1～Ｃ6アルキル基
、Ｃ1～Ｃ6アルコキシ基、又は－Ｏ（Ｃ＝Ｏ）ＣＨ（ＣＨ3）2であり、２つのＲ2は、置
換若しくは非置換の五員環又は六員環を形成していてよい］
の化合物であって、
　式（Ｉ）の化合物は、酸化されると、
　前記式Ｒ1ＯＨの香気アルコール、及び
　ベンズアルデヒド、アニスアルデヒド、４－メチルベンズアルデヒド、４－エチルベン
ズアルデヒド、４－イソプロピルベンズアルデヒド、４－（ｔ－ブチル）ベンズアルデヒ
ド、２－メトキシベンズアルデヒド、３，４－ジメトキシベンズアルデヒド、ヘリオトロ
ピン、４－ヒドロキシベンズアルデヒド、バニリン、３－エトキシ－４－ヒドロキシベン
ズアルデヒド、４－ホルミル－２－メチルフェニルアセテート、４－ホルミル－２－メト
キシフェニルイソブチレート、及び３，５，５，６，７，８，８－ヘプタンメチル－５，
６，７，８－テトラヒドロナフタレン－２－カルボアルデヒドから成る群から選択される
香気アリールアルデヒド
から成る群から選択される化合物を放出することができる、
前記化合物。
【請求項２】
　前記Ｃ1～Ｃ6アルコキシ基が、メトキシ基、エトキシ基、プロポキシ基、イソプロポキ
シ基、及びブトキシ基から成る群から選択されている、請求項１に記載の化合物。
【請求項３】
　以下の群から選択される化合物：（Ｅ）－（３－（２，６－ジメチルオクタ－７－エン
－２－イルオキシ）プロパ－１－エニル）ベンゼン、（Ｅ）－（３－（（３，７－ジメチ
ルオクタ－６－エン－１－イル）オキシ）プロパ－１－エン－１－イル）ベンゼン、（Ｅ
）－（３－（シンナミルオキシ）ブチル）ベンゼン、１－（３－（２，６－ジメチルオク
タ－７－エン－２－イルオキシ）プロパ－１－エニル）－４－メトキシベンゼン、１－（
３－（２，６－ジメチルオクタン－２－イルオキシ）プロパ－１－エニル）－４－メトキ
シベンゼン、１－（３－（３，７－ジメチルオクタ－１，６－ジエン－３－イルオキシ）
プロパ－１－エニル）－４－メトキシベンゼン、１－メトキシ－４－（（Ｅ）－３－（（
１ＲＳ，２ＳＲ）－２－ペンチルシクロペンチルオキシ）プロパ－１－エニル）ベンゼン
、１－（３－（（２，６－ジメチルオクタ－７－エン－２－イル）オキシ）プロパ－１－
エン－１－イル）－４－エチルベンゼン、４－（３－（（２，６－ジメチルオクタ－７－
エン－２－イル）オキシ）プロパ－１－エン－１－イル）－１，２－ジメトキシベンゼン
、（Ｅ）－１－メトキシ－４－（３－（４－フェニルブタン－２－イルオキシ）プロパ－
１－エニル）ベンゼン、１－メトキシ－４－（（Ｅ）－３－（（Ｅ）－４－（２，６，６
－トリメチルシクロヘキサ－２－エニル）ブタ－３－エン－２－イルオキシ）プロパ－１
－エニル）ベンゼン、及び１－（３－（３，７－ジメチルオクタ－１－エン－３－イルオ
キシ）プロパ－１－エニル）－４－メトキシベンゼン。
【請求項４】
　前駆体化合物から香気化合物を放出する方法であって、
　前記香気化合物が、
　アニスアルコール、フェンキルアルコール、９－デセン－１－オール、フェネチロール
、シトロネロール、３－メチル－５－フェニル－１－ペンタノール、（４－イソプロピル
シクロヘキシル）メタノール、４－フェニルブタン－２－オール、２，６－ジメチル－７
－オクテン－２－オール、３，７－ジメチル－２，６－オクタジエン－１－オール、（Ｚ
）－３－ヘキセン－１－オール、５－エチル－２－ノナノール、２，６－ノナジエン－１
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－オール、ボルネオール、１－オクテン－３－オール、４－シクロヘキシル－２－メチル
－２－ブタノール、２－メチル－４－フェニル－２－ブタノール、２－メチル－１－フェ
ニル－２－プロパノール、シクロメチルシトロネロール、ジヒドロオイゲノール、８－ｐ
－メンタノール、３，７－ジメチル－１－オクタノール、２，６－ジメチル－２－ヘプタ
ノール、ドデカノール、オイゲノール、テトラヒドロ－２－イソブチル－４－メチル－４
（２Ｈ）－ピラノール、イソオイゲノール、リナロール、２－メトキシ－４－プロピル－
１－シクロヘキサノール、α－テルピネオール、テトラヒドロムグオール、３，７－ジメ
チル－３－オクタノール、４－（４－ヒドロキシ－４－メチルペンチル）シクロヘキサ－
３－エン－１－カルボアルデヒド、５，６－ジメチル－１－メチルエテニルビシクロ［２
．２．１］ヘプタ－５－エン－２－メタノール、２－フェニルエタノール、１－フェニル
プロパノール、２－フェニルプロパノール、（２，５－ジメチル－２，３－ジヒドロ－１
Ｈ－インデン－２－イル）メタノール、２，２－ジメチル－３－（３－メチルフェニル）
－プロパン－１－オール、２－ペンチルシクロペンタノール、７－ヒドロキシ－３，７－
ジメチルオクタナール、１，１－ジメチル－２－フェニルエタノール、４－シクロヘキシ
ル－２－メチルブタン－２－オール、メントール、２，６－ジメチルヘプタン－２－オー
ル、２－ｔ－ブチルシクロヘキサノール、４－ｔ－ブチルシクロヘキサノール、２，６－
ジメチル－３，５－オクタジエン－２－オール、２－メチル－６－メチレン－７－オクテ
ン－２－オール、３，７，９－トリメチル－１，６－デカジエン－３－オール、メチルサ
リシレート、シス－３－ヘキセニルサリシレート、３，６－ジメチルオクタン－３－オー
ル、１，２－ジメチル－３－プロパ－１－エン－２－イルシクロペンタン－１－オール、
２－メチル－４－フェニルペンタノール、３－メチル－５－フェニルペンタノール、３－
メチル－５－（２，２，３－トリメチル－１－シクロペンタ－３－エニル）ペンタン－２
－オール、（Ｅ）－３，３－ジメチル－５－（２，２，３－トリメチル－３－シクロペン
テン－１－イル）－４－ペンテン－２－オール、１－（２，２，６－トリメチルシクロヘ
キシル）ヘキサン－３－オール、（Ｅ）－４－メチルデカ－３－エン－５－オール、及び
４－（４－ヒドロキシフェニル）ブタン－２－オンから成る群から選択される式Ｒ1ＯＨ
のアルコール、及び
　ベンズアルデヒド、アニスアルデヒド、４－メチルベンズアルデヒド、４－エチルベン
ズアルデヒド、４－イソプロピルベンズアルデヒド、４－（ｔ－ブチル）ベンズアルデヒ
ド、２－メトキシベンズアルデヒド、３，４－ジメトキシベンズアルデヒド、ヘリオトロ
ピン、４－ヒドロキシベンズアルデヒド、バニリン、３－エトキシ－４－ヒドロキシベン
ズアルデヒド、４－ホルミル－２－メチルフェニルアセテート、４－ホルミル－２－メト
キシフェニルイソブチレート、及び３，５，５，６，７，８，８－ヘプタンメチル－５，
６，７，８－テトラヒドロナフタレン－２－カルボアルデヒドから成る群から選択される
アリールアルデヒド
から成る群から選択され、
　該方法は、請求項１または２に記載の式（Ｉ）の化合物及び請求項３に記載の化合物か
ら成る群から選択される前駆体化合物を、前記化合物が酸化される環境にさらすことによ
って行われる、前記方法。
【請求項５】
　式（Ｉ）におけるＲ2としての前記Ｃ1～Ｃ6アルコキシ基が、メトキシ基、エトキシ基
、プロポキシ基、イソプロポキシ基、及びブトキシ基から成る群から選択されている、請
求項４に記載の方法。
【請求項６】
　式（Ｉ）におけるＲ2としての前記Ｃ1～Ｃ6アルコキシ基が、メトキシ基である、請求
項５に記載の方法。
【請求項７】
　付香組成物、又は付香された物品の香り特性を改善、強化、又は変性するための方法で
あって、
　前記付香組成物又は前記付香された物品の匂いを改善、強化、又は変性するために、請
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求項１または２に記載の式（Ｉ）の化合物あるいは請求項３に記載の化合物の作用量を、
前記組成物又は前記物品に添加する工程を有する、前記方法。
【請求項８】
　請求項１から３までのいずれか１項に記載の化合物を含有する付香された物品であって
、
　香料、コロン、浴用ジェル、シャワー用ジェル、ヘアケア製品、化粧品調製物、体臭防
止剤、固体若しくは液体の空気清浄剤、消臭剤、繊維柔軟剤、及びあらゆる用途の洗浄剤
から成る群から選択される付香された製品に供給される、前記付香された物品。
【請求項９】
　式（Ｉ）の化合物または請求項３に記載の化合物を、前記化合物を含有する付香された
物品を通じて環境にさらす、請求項４から７までのいずれか１項に記載の方法であって、
　前記付香された物品が、香料、コロン、浴用ジェル、シャワー用ジェル、ヘアケア製品
、化粧品調製物、体臭防止剤、固体若しくは液体の空気清浄剤、消臭剤、繊維柔軟剤、及
びあらゆる用途の洗浄剤から成る群から選択される付香された製品に供給される、前記方
法。
【請求項１０】
　請求項１または２に記載の式（Ｉ）の化合物あるいは請求項３に記載の化合物の、香気
化合物を放出するための前駆体としての使用であって、
　前記香気化合物が、
　アニスアルコール、フェンキルアルコール、９－デセン－１－オール、フェネチロール
、シトロネロール、３－メチル－５－フェニル－１－ペンタノール、（４－イソプロピル
シクロヘキシル）メタノール、４－フェニルブタン－２－オール、２，６－ジメチル－７
－オクテン－２－オール、３，７－ジメチル－２，６－オクタジエン－１－オール、（Ｚ
）－３－ヘキセン－１－オール、５－エチル－２－ノナノール、２，６－ノナジエン－１
－オール、ボルネオール、１－オクテン－３－オール、４－シクロヘキシル－２－メチル
－２－ブタノール、２－メチル－４－フェニル－２－ブタノール、２－メチル－１－フェ
ニル－２－プロパノール、シクロメチルシトロネロール、ジヒドロオイゲノール、８－ｐ
－メンタノール、３，７－ジメチル－１－オクタノール、２，６－ジメチル－２－ヘプタ
ノール、ドデカノール、オイゲノール、テトラヒドロ－２－イソブチル－４－メチル－４
（２Ｈ）－ピラノール、イソオイゲノール、リナロール、２－メトキシ－４－プロピル－
１－シクロヘキサノール、α－テルピネオール、テトラヒドロムグオール、３，７－ジメ
チル－３－オクタノール、４－（４－ヒドロキシ－４－メチルペンチル）シクロヘキサ－
３－エン－１－カルボアルデヒド、５，６－ジメチル－１－メチルエテニルビシクロ［２
．２．１］ヘプタ－５－エン－２－メタノール、２－フェニルエタノール、１－フェニル
プロパノール、２－フェニルプロパノール、（２，５－ジメチル－２，３－ジヒドロ－１
Ｈ－インデン－２－イル）メタノール、２，２－ジメチル－３－（３－メチルフェニル）
－プロパン－１－オール、２－ペンチルシクロペンタノール、７－ヒドロキシ－３，７－
ジメチルオクタナール、１，１－ジメチル－２－フェニルエタノール、４－シクロヘキシ
ル－２－メチルブタン－２－オール、メントール、２，６－ジメチルヘプタン－２－オー
ル、２－ｔ－ブチルシクロヘキサノール、４－ｔ－ブチルシクロヘキサノール、２，６－
ジメチル－３，５－オクタジエン－２－オール、２－メチル－６－メチレン－７－オクテ
ン－２－オール、３，７，９－トリメチル－１，６－デカジエン－３－オール、メチルサ
リシレート、シス－３－ヘキセニルサリシレート、３，６－ジメチルオクタン－３－オー
ル、１，２－ジメチル－３－プロパ－１－エン－２－イルシクロペンタン－１－オール、
２－メチル－４－フェニルペンタノール、３－メチル－５－フェニルペンタノール、３－
メチル－５－（２，２，３－トリメチル－１－シクロペンタ－３－エニル）ペンタン－２
－オール、（Ｅ）－３，３－ジメチル－５－（２，２，３－トリメチル－３－シクロペン
テン－１－イル）－４－ペンテン－２－オール、１－（２，２，６－トリメチルシクロヘ
キシル）ヘキサン－３－オール、（Ｅ）－４－メチルデカ－３－エン－５－オール、及び
４－（４－ヒドロキシフェニル）ブタン－２－オンから成る群から選択される式Ｒ1ＯＨ
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のアルコール、及び
　ベンズアルデヒド、アニスアルデヒド、４－メチルベンズアルデヒド、４－エチルベン
ズアルデヒド、４－イソプロピルベンズアルデヒド、４－（ｔ－ブチル）ベンズアルデヒ
ド、２－メトキシベンズアルデヒド、３，４－ジメトキシベンズアルデヒド、ヘリオトロ
ピン、４－ヒドロキシベンズアルデヒド、バニリン、３－エトキシ－４－ヒドロキシベン
ズアルデヒド、４－ホルミル－２－メチルフェニルアセテート、４－ホルミル－２－メト
キシフェニルイソブチレート、及び３，５，５，６，７，８，８－ヘプタンメチル－５，
６，７，８－テトラヒドロナフタレン－２－カルボアルデヒドから成る群から選択される
アリールアルデヒド
から成る群から選択され、
　請求項１または２に記載の式（Ｉ）の化合物あるいは請求項３に記載の化合物を、前記
化合物が酸化される環境にさらすことによる、前記使用。
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